
 

アンティリウス 

イェルムの唯一まことの後継者 
 

アンティリウスはイェルムの光であり、その純粋で汚れなきところから生まれた。反逆の神々の手による父の「死」の

後、彼はその座を継いだ。人々がイェルムの法から逸れた後、彼は黄金の丘で「死」を迎えたが、しかし帰還を果たし、

再び統治して、最初の日の出に向けて世界を整えたのである。 

 

  

The Metropolitan Museum of Art, https://www.metmuseum.org/art/collection/search/89１658 
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神話と歴史 
「時」到来以前 

アンティリウスは、他のいかなる存在の接触も受けず、

イェルムの光からじかに、清らかに生まれた。オーラン

スがムルハルザルムを殺してイェルムが崩れ去ったとき、

アンティリウスが生じた。これは邪悪な行いと反逆の

神々の邪悪な時代であった。アンティリウスはイェルム

の真の後継者、多なるもののうちの最たる一なるもので

あることを証し、ダラ・ハッパの民を世界の数々の悪か

ら守った。彼はイェルムの「荘厳にして威風堂々たる栄

光の外套」をまとった。それは正義の源たる者のみがま

というる衣であり、こうして彼は父の後継者であること

を証した。 

 

イェルムなきあと、アンティリウスは万物の統治者で

あった。彼はこの時代を通じて人々を導くために法を定

めた。また彼は人々への、また天空とおのが父の完全性

への信を決して捨てなかった。アンティリウスの業には

何ひとつ欠陥がなかった。彼は“舟帝”アナクシアルを助

けて人類を大洪水から救い、ダラ・ハッパの七つの聖都

の皇帝とした。アンティリウスは皇帝となるための「十

の儀礼」を定め、ダラ・ハッパの民が彼の法を守るかぎ

りアンティリウスは天空高くにとどまった。だが、それ

は長くは続かなかった。 

 

ダラ・ハッパの民は完全ではなく、時を経て六つの大

いなる過ちを犯した。第一の過ちは、正義が書き記され

ることによって曲げられたことである。第二は、正義が

他者から奪うために用いられたことである。第三は、正

義がその友の嘆願に応えなかったことである。第四は、

正義が他者から遠ざけられたことである。第五は、アン

ティリウスが再び用いようとしたとき、正義は弱まり、

彼自身を弱めてしまったことである。最後にして最も重

大な過ちは、正義が私的な意向を通すために用いられた

ことである。これによりアンティリウスは死んだ。1 

だが彼は完全には死ななかった。アンティリウスは生

 
1 Stafford Library Volume ２：『The Glorious Re-Ascent of Yelm』１7～30

ページ 

へと戻り、消し去られることはなかった。アンティリウ

スは、彼に先んじてイェルムより世界を立て直すべく遣

わされていた反逆の兄弟にして下位の分身、カルグザン

トを見出したが、彼は正しく行いを為していなかった。

アンティリウスは帰還するとカルグザントに轡をかけ、

また昇る太陽のために世界を整えさせた。2 

 

「時」到来以後 

アンティリウスは、正しき作法で求める者すべてに裁

定を下す神である。彼には数多の呼び名がある──「正

義の擁護者」、「皇帝の守護者」、「勝利の授与者」、

「集会の長」、「法の守り手」、「契約の守り手」、

「千の目を持つ予見者」、「欺かれざる者」、「叡智の

授与者」、「女神たちの受け手」、「歓待の主」、「誓

約の主」。これらは呼び名のごく一部にすぎず、彼はダ

ラ・ハッパ人の統治と礼拝における、秩序立てられ天に

定められた神聖な構造の枢要な部分をなしている3。彼

はかつてダラ・ハッパに住まうすべての者の神であり、

常にその戦士たちと皇帝、そして正義の体系と結びつけ

られてきた。ダラ・ハッパの「法」は彼の教えに直接由

来すると言われている。 

 

イェルムの完全性と定命界とのあいだに、アンティリ

ウスは座しており、ロウドリルとの結びつきによってよ

り清らかならず穢れた者たちのために、父と接触する手

立てとして働いている。アンティリウスはイェルムに耳

を傾け、イェルムの裁定を世界に対して執り行い、イェ

ルムに正しく忠実な者たちに不平ひとつなく仕える。価

値ある祈りはアンティリウスによってイェルムの前にも

たらされる。「曙の時代」のあいだ、アンティリウスの

カルトはペローリアの「馬の主」たちによって激しく弾

圧された。彼らはアンティリウスの神聖な「十の儀礼」

を簒奪していたのである。やがて、これら偽りの皇帝た

ちはイェルムのカルトとアンティリウスの信徒たちの双

方によって追い払われた。 

 

第二期のあいだ、ドラゴンたちがダラ・ハッパの大部

分を支配したとき、礼拝においても社会においても大き

2 Stafford Library Volume ２：『The Glorious Re-Ascent of Yelm』34～36ペ

ージ 

3 Stafford Library Volume ２：『The Glorious Re-Ascent of Yelm』38ページ 
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な転換が起こった。軍が彼らを支配する道具となるなか

で、庶民はそのカルトが彼らに加えた暴政ゆえにアンテ

ィリウスを拒んだ。いまやカルトを構成し能動的に礼拝

と入信を行うのは、主として戦士貴族と皇帝である。そ

れにもかかわらず、彼はダラ・ハッパの法に従うすべて

の者から敬われており、帝国の天上的かつ政治的な秩序

を維持するうえで要となる役割を担っている。 

 

異界の故地 

アンティリウスは「黄金の丘」にあり、ダラ・ハッパ

皇帝とよく似た装いをまとっている。ここから、その信

者たちは文明の存続を確かなものとするため、「小暗黒」

および「大暗黒」へと赴くことができる。 

 

死後の生 

信者たちは、再び大地へ帰る時が来るまで、天空にお

いてアンティリウスの意志を執り行う十柱の天使に加わ

ると信じている。信者はアンティリウスの掟に従って火

葬される——これは彼らの神の父たる天界の「火」との

再会となるのである。 

 

図象 

アンティリウスは常にイェルムそのものの像のうちに

見いだされる。彼はエゼルヴェズタイから発する光であ

り、その父とその宮廷を照らし出す。単独で描かれる場

合、アンティリウスはイェルムによく似た姿で、「輝け

るもの」の帝国の正装をまとっている。彼は「権威の宝

珠」と「太陽の黄金の槍」を手にしている。その威容は

神なる父と調和をなしているが、より武人めいた趣を帯

び、統治の笏ではなく武器を携えている。時として、ア

ンティリウスは「正義の外套」をまとった「太陽円盤」

そのものとしても描かれる。 

 

ルーンとの結びつき 

アンティリウスの主たるルーンとの関連は「光」と

「真実」である。掟・契約・誓約の守り手として「調和」

がアンティリウスと結びつけられることもあるが、関連

ルーンと呼べるほどではない。「静止」もまたアンティ

リウスの図像に見いだされるルーンである。なぜなら彼

はイェルムの不変にして尽きることなき光だからである。 

カルトの生態 
存続しつづけている理由 

ダラ・ハッパの伝統主義的世界観においては、イェル

ムが帰還した今、アンティリウスのカルトは宇宙が正し

く機能するために不可欠である。彼はイェルムより出で

し者であるが、イェルムと同じではない。人と神とのあ

いだの仲介者の地位を占め、神なる父の再生と死を模し

ながら、アンティリウスはより広き太陽神殿の従属的な

（しかしなお独立した）一部をなしている。彼はダラ・

ハッパが大暗黒を生き延びるうえで決定的な役割を果た

し、世界におけるイェルムの代理者として再び確立され

たのである。 

 

ペローリアの諸民族のあいだで最も広く信奉される戦

の神々がシャーガシュとヤーナファル・ターニルスであ

る一方、アンティリウスはダラ・ハッパの精鋭戦士（皇

帝直属の親衛兵とその私的な部隊）の守護たる戦神であ

る。それは彼らの生活に訓練と兄弟の絆と秩序をもたら

す。ダラ・ハッパ帝国の掟と秩序の創造主として、歴代

のすべての皇帝は、正義を追求し、定命界においてイェ

ルムの大司祭としてその代わりに振る舞う能力をアンテ

ィリウスに負っている。最も卑しき農民でさえ、自らを

守る法の造り手としてアンティリウスを敬うのである。 

 

社会的・政治的な力と地位 

アンティリウスのカルトは名目上ペローリアで最も強

力なカルトの一つであってしかるべき地位にある。ダ

ラ・ハッパ皇帝はイェルムのカルトと並んでこのカルト

の大司祭でもある。しかしながら、イェルムのカルトか

ら独立して行動するアンティリウスのカルトの力はきわ

めて限られている。アンティリウスのカルトは皇帝の布

告と掟を執行し、その意志が確実に実行されるよう働く。

第三期の初頭以来、帝国軍のカルトとしての性格に重き

を置くようになったため、彼はダラ・ハッパの諸部隊に

よって広く礼拝されている。軍と行政機構のすべての官

吏および将校はカルトの平信者でなければならない。 

 

特別な好悪 

アンティリウスは、信者たちが彼自身とその寺院に献

身を示し、名誉をもって振る舞い、ダラ・ハッパ皇帝に
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忠誠を尽くすことを求める。アンティリウスは暗黒のカ

ルトを礼拝するすべての者、ならびにイェルムを討った

反逆の神々への確固たる敵対者である。彼は太陽神殿の

他の神々には友好的であるが、距離を置いているロウド

リルと、敵にして競争相手であるシャーガシュは例外で

ある。 

組織 
カルトの組織 

ダラ・ハッパ皇帝は、皇帝のイェルムのカルトの大司

祭であるのと同じく、アンティリウスのカルト全体の総

大司祭でもある。これにより二つのカルトは緊密に結び

ついている。ダラ・ハッパ人の心の中では、イェルムの

あるところにアンティリウスもある。それゆえアンティ

リウスのカルトは、ダラ・ハッパの地とその大都市の領

域にすっかり限定されている。彼に捧げられたより小さ

な社は、ダラ・ハッパ帝国の辺境にある小集落にも見い

だされうるが、これは稀であり、社はイェルムの寺院の

一部であることのほうが多い。 

 

寺院の組織 

アンティリウス単独に捧げられた寺院はダラ・ハッパ

では稀であり、そのほとんどは最大級の都市に限られて

いる。彼の司祭たちは、おおむねイェルムのカルトから

指示を受け、礼拝の場を共有する傾向がある。太陽への

この近さは重要かつ正当なものとみなされているが、イ

ェルムに比してアンティリウスは不浄であるため、アン

ティリウスとイェルム双方の司祭は、アンティリウスの

礼拝者に対し、イェルムの寺院内にある彼の社に近づく

前に身を清めること、そしてイェルムその者の司祭との

不要な身体的接触を避けることを求める。実のところ、

ダラ・ハッパにおけるイェルムのカルトの日々の寺院運

営の多くは、アンティリウスの従者たちによって取り仕

切られている。 

 

このようにして、平民でさえもイェルムに嘆願するこ

とができる。アンティリウスのカルトによる儀式的な浄

めが、最も卑しく不浄なロウドリルの農民信者にすら、

いくらかの清浄さをもって太陽神に近づく道を与えるの

である。アンティリウスを介して近づくことで、イェル

ムとの適切な距離が保たれる。 

 

ダラ・ハッパ内に存在する、アンティリウスに全てが

捧げられたわずかな寺院は、皇帝によって任命された大

司祭を中心に運営される。大司祭は下位のルーン司祭や

ルーン王を任命する。これら下位の司祭たちは寺院の

日々の運営を取り仕切り、平信者や入信者に教えを授け

る。捧げられた寺院にはそれぞれ、大司祭を含めて総勢

十名の光の司祭と光の息子が仕えている。これらの司祭

は礼拝者のために儀式的浄めを執り行い、祠を維持する。

光の息子たちは寺院を守護すると同時に、カルトの民兵

団を率いる。 

 

力の中心、聖地 

ライバンスの都は、アンティリウスのカルトの中心地

である。ここにこそダラ・ハッパ皇帝の宮殿が置かれ、

ここにこそアンティリウスへの最大の寺院がある。「黄

金の丘」もまた重要な聖地であるが、とりわけ篤信の者

による巡礼を除いては、訪れる者はまれである。 

 

聖日・大聖日 

週ごとの聖日は「火の日」である。季節ごとの聖日は

「真実の週」の「火の日」である。火の季における真実

の週の火の日が、カルトの大聖日である。 

平信者 
加入条件 

成員はダラ・ハッパ帝国の市民でなければならない。

いかなる暗黒のカルトにも属していてはならない。ペン

ト人であってはならない。混沌の存在であってはならな

い。 

 

所属の条件 

成員であり続けるには、礼拝の儀式においてマジック

ポイントを１点捧げなければならない。 

 

恩恵 

アンティリウス教団の一般信徒は、ダラ・ハッパの行

政機構において書記、兵士、官吏、裁判官、あるいはイ

ェルムの司祭として働くことができる。 
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技能 

カルトは平信者に対し、〈視力〉、〈チャリオット操

縦〉、〈ロングスピア〉、〈弓〉の訓練を提供する。 

 

精霊魔術 

カルトは平信者に対し、《遠視》、《機敏》、《修

復》、《光》を教える。 

入信者 
入信条件 

入信者は、次の条件のうち少なくとも一つを満たさな

ければならない。すなわちダラ・ハッパの王家に属する

こと、ダラ・ハッパ皇帝の子孫であること、このカルト

に属していた父親を持つこと、あるいはダラ・ハッパ軍

に仕えていることである。かつてこのカルトへの入信は

もっと開かれたものだったが、第二期以降著しく厳格化

された。入信者は暗黒のカルトに属していてはならず、

ペント人であってもならず、混沌の存在であってもなら

ない。伝統的に女性はこのカルトに入ることを許されて

いないが、貴族の女性が入信した先例は存在する。 

 

義務と制限 

アンティリウスの入信者は通常と同じくその全収入の

十分の一をカルトに寄進し、加えてその時間の十分の一

を捧げることが求められる。カルトの聖日は遵守されね

ばならず、礼拝の儀式のあいだにマジックポイントを２

点捧げねばならない。入信者は精霊魔術の《火剣》、

《暗闇の壁》、《棍棒》、《火の矢》を習得することが

できず、もし習得している場合は忘却しなければならな

い。 

 

恩恵 

入信者は寺院からカルトの技能を半額で習得すること

ができる。入信者は入信者の段階で加護を一つ受け、そ

れに伴う数の制約を負うことができる。光の僕、光の司

祭、あるいは光の息子の地位に達するまでは、それ以上

の制約を負うことはできない。 

 

 

 

The Metropolitan Museum of Art, 

https://www.metmuseum.org/art/collection/search/3２49２4 
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技能 

アンティリウスは、わずかな例外部分を除き、ルーン

クエスト・コアルール２９１ページに記載されたイェル

マリオと同じカルト技能を持つ。技能の〈パイク〉は

〈チャリオット操縦〉に置き換えること。入信者は〈両

手槍・盾併用〉を教えられない。 

 

入信者は、〈歌唱〉、〈カルト知識：アンティリウ

ス〉、〈ショートスピア〉、〈チャリオット操縦〉、

〈天空知識〉、〈弓〉、〈礼拝：アンティリウス〉の各

技能の訓練を無償で受けることができる。 

 

精霊魔術 

アンティリウスのカルトは、ルーンクエスト・コアル

ールの２９２ページのイェルマリオのカルトと同じ精霊

魔術の呪文を、同じ制限のもとで教えられる。 

 

ルーン魔術 

アンティリウスは入信者にすべての一般ルーン呪文を

授ける。入信者は特殊ルーン魔術の《雲海拡散》、《猫

目》、《陽光》を習得することができる。 

 

加護と制約 

アンティリウスはコアルールの２９３ページに記載さ

れたものと同じ加護と制約の表を用いる。 

光の僕（神巫） 
アンティリウスの光の僕は、ルーンクエスト・コアル

ール２９２ページに記載された神巫のルールと必要条件

に従う。 

 

アンティリウスの光の僕は、通常、自らの神とイェル

ムの両方の寺院の日々の事務を取り仕切り、信者と司祭

とのあいだの緩衝役を務める。その多くは貴族の家柄の

出か、ダラ・ハッパの軍の士官である。 

 

光の司祭（ルーン司祭） 
以下の追加をしたうえで、ルーンクエスト・コアルー

ル２９２ページに記載されたものと同じルールと必要条

件を適用する。 

 

アンティリウスの光の司祭は、「帰依（イェルム）」

のパッションが少なくとも５０％でなければならない。

アンティリウスの光の司祭たちはしばしば法的な訴訟の

裁判官として任じられ、イェルムの司祭がより些末な事

柄に時間を割く必要を取り除く。光の司祭たちはアンテ

ィリウスの加護をもう一つ受け、それに伴う数の制約を

負わねばならない。 

 

光の息子（ルーン王） 
以下のわずかな追加部分をのぞいてルーンクエスト・

コアルール２９２ページに記載されたものと同じルール

を適用する。 

 

アンティリウスの光の息子たちは、イェルムとアンテ

ィリウスの寺院民兵団の指揮系統の多くを構成する。ア

ンティリウスの光の息子となることはイェルムへの絶大

なる献身を示すことである。アンティリウスの光の息子

は、「帰依（イェルム）」のパッションを60％以上で持

たなければならない。光の息子は精霊魔術の《光の壁》

を習得していなければならない。 

 

下位カルト 
アナクシアル 
“舟帝”アナクシアルは、アンティリウスより「十の試

練」を授けられた最初の皇帝であると同時に、ダラ・ハ

ッパを統べた最初の定命の者でもあった。アンティリウ

スはアナクシアルの後援者として、そのカルトに崇敬さ

れている。アナクシアルはなんら特別な魔術を提供しな

いが、定命の者にアンティリウスへの敬意を捧げさせる。 

 

カルト精霊 

アンティリウスの同盟精霊は、弓、槍、あるいは鷹の

姿で現れることが多い。 

 

復讐精霊──“罪深き反逆神” 

裏切り者や背教者は、ダラ・ハッパの正義を拒まれ、
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蛮族として扱われる。精霊“罪深き反逆神”は、彼らを反

逆の神々の信奉者の一人、皇帝への裏切り者として印付

ける。イェルムの復讐精霊たちは、背教者が悔い改める

か死ぬまで、これを追い立てる。 

 

友好カルト 
ブゼリアン 

イェルムの書記である彼は、その子アンティリウスに

仕え、後代の理解のために息子の正義を記録した。彼は

〈読み書き：ダラ・ハッパ語〉の技能訓練を半額で提供

する。また、ルーン呪文《自白》を提供する。 

 

デンダーラ 

アンティリウスの父イェルムの妻にして大地の女神で

あるデンダーラは、アンティリウスの庇護のもとに入り、

侍女として仕える女神たちもまた共にその庇護を受けた。

アンティリウスのカルトは、ダラ・ハッパ内において誓

いを立てた女神の守護者である。デンダーラはルーン呪

文《収穫祈願》を授ける。 

 

ヴリーマク 

イェルムを構成する一部を同じくする者として、アン

ティリウスはヴリーマクと結びついており、かつては敵

から逃れるためにその姿をとったことさえあった。ヴリ

ーマクはルーン呪文《鷹支配》を授ける。 

 

イェルム 

輝ける皇帝はその息子にその《太陽槍》を貸し与える

（ただし大司祭にのみ）。これは一回限りのルーン呪文

である。それ以外にはイェルムはアンティリウスのすべ

ての入信者にルーン呪文《盾》を授け、ダラ・ハッパの

地をよりよく守らせ、この世における自らの代理者たる

皇帝を守護させる。 

 

その他 
他の小さき太陽たちについての見解 

アンティリウスのカルトは、「冷たき太陽」に捧げら

れる他の礼拝形態に対して冷ややかな見方をしている。

ダラ・ハッパは栄光ある伝統と、周囲の者たちに対する

自明の優越性に支えられた誇り高き地である。エルマル、

ケルマル、イェルマリオの諸カルトは、その様々な形態

において、当然ながら、イェルムこそ服従されるべき万

物の真の至高の支配者であると見ることのできない無知

な蛮族にすぎない。これら異邦のカルトは代わりに他の

力を認めるか、あるいはイェルムのカルトと対等の地位

にありその支配から独立していると己を任じている。こ

れは容認しがたく、世界の自然の秩序に反するものであ

る。 

 

とりわけ激しい憎悪がカルグザント信者たちに向けら

れる。それはシェン・セレリスによるダラ・ハッパ征服

と彼の敗北以来。ますます強まる一方である。彼らは文

明、法、文化に唾する最悪の野蛮人と見なされ、彼らの

主張するすべては偽りであり妄想であるとされる。彼ら

が冷たき太陽の信奉者を同じくする者であることなど、

どうでもよい──彼らは単に、許されることも、最悪の

冒涜以外の何かと呼ばれることもありえぬほどに、間違

っているのだ。 

 

他の諸解釈もまた、彼らにとっては、破壊的で無秩序

な反逆の神々を礼拝する蛮族の幻影であるか、さもなけ

ればイェルムが彼らの神と不可分に結びついてなどいな

いと言い張る、たぶらかされた愚者のものでしかない。

いずれも寺院での礼拝以上には歓迎も容認もされず、そ

こでは儀式への参加を許される前にまずアンティリウス

の信仰をしっかりと教え込まれるのである。 

 

カルグザントとアンティリウスは同じ神では？ 

客観的な観点から見れば？ 然り。両者ともに「冷た

き太陽」を構成する数多の太陽の一柱である。しかしダ

ラ・ハッパの世界観では、カルグザントが彼らの神であ

りうるはずがない。アンティリウスは彼らの社会の礎を

支える法の授与者である。彼は、どこぞの幌馬車の社に

暮らす馬に乗った野蛮人などではない。秩序と正義の神

たるアンティリウスが正統なダラ・ハッパ皇帝を認めよ

うとせぬ野蛮な蛮族どもの只中に存在しうるはずがない

のだ。ダラ・ハッパの民と騎馬遊牧民との言語的・文化

的な分裂は「曙」以前に起こった。騎馬遊牧民は「灰色
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の時代」にやってきてダラ・ハッパを征服し、カルグザ

ントの名のもとにこれを支配した。アンティリウスは帰

還していたものの、カルグザントが連れてきた民は大河

沿いの農民たちとは大いに異なる者たちであった。これ

は第一期において頂点に達し、世界友邦評議会が騎馬遊

牧民を（そして彼らとともに忌み嫌われたカルグザント

を）駆逐し、「アンティリウス」が「カルグザント」を

「打ち破り」あるいは「轡をかけ」、宇宙における正し

き位置へと据えて以来そうあるべきであった、イェルム

の正統なる支配を打ち立てたのである。 

このトラウマはアンティリウスのカルトの内に深く根

を下ろしたものであり、彼らの神の従者であることの意

味を定義づける根本的な一部をなしている。アンティリ

ウスが最終的には騎馬遊牧民を完全に打ち負かしたとは

いえ、この古き敵意は忘れることも許すこともできぬの

である。この対立はダラ・ハッパ人のアイデンティティ

の中核をなす一部であり、第三期に至るまでアンティリ

ウスのカルトに反映され続けている。 

 

女人禁制！（とはいえ、実のところは違う） 

太陽神のカルトがしばしば男性中心であることはよく

受け入れられた事実である。アンティリウスも例外では

ない……だが、それは通常ならばイェルムに近づくこと

のできぬ者たちにそれを許すという、独特の立場にある。

これには女性も含まれる。女神たちの守護者として、

様々な大地のカルトの女司祭たちが、苦難の折にアンテ

ィリウスのカルトのもとに避難所を求めることは珍しく

ない。イェルムは、当然かつ正当なことながら、多くの

女神たちの夫にして守護者であるが、一度にあらゆる場

所に在ることはできない。アンティリウスはイェルムが

在らぬところ、そして在るところ、その至るところに在

る。彼はこのようにして、その神なる父の留守を補うの

である。 

 

あなたのグローランサは変わっていくだろう。だが、

ファラオ・ハトシェプストのように男として生きる女性

がアンティリウスの司祭であるという可能性は——排除

しないでほしい。冷たき太陽は、その父イェルムのよう

に女性の入信者を魔術の報復をもって退けることはない。

ダラ・ハッパほど家父長制的な土地においては、アンテ

ィリウスのカルトこそが、女性が都市や町の統治者とし

て受け入れられる手立てとなり得るのだ——なにしろア

ンティリウスはダラ・ハッパ皇帝の後援者であり、彼が

そうしたことを是認するならば、皇帝とて否認すること

はできまい！ アンティリウスはデンダーラ、そして彼

の庇護のもとにある数多の女神たちと密接な絆を結んで

いる。 

 

赤の皇帝とアンティリウスのカルト 

よく知られた事実として、冷たき太陽は混沌に、ひい

ては赤の女神とその落とし子たちに敵対している。それ

ならば、なぜこのカルトは名目上の長として赤の皇帝に

敬意を捧げるのか。その答えは複雑である。実のところ、

彼らが忠誠を誓うのは「黄金の名代」——赤の皇帝の代

理にしてダラ・ハッパ皇帝としての相であり、その地位

に求められる儀式的純潔を保つ存在——に対してなので

ある。この礼遇は赤の女神の入信者たちにまで及ぶもの

ではない。 

 

アンティリウスのカルトはダラ・ハッパ皇帝に防衛を

提供する一方で、赤の皇帝その人は彼らにとって不浄な

る者であり、混沌と無秩序に結びついた存在とされる。

これに対して黄金の名代は愛され、従われている。これ

は、ルナーのハートランドの外にいる多くの異教徒、異

端者、蛮族には理解しがたい矛盾の一つにすぎない。ま

たこれは、カルトの入信者たち、いやそのルーン王たち

でさえ、必ずしも気持ちよく折り合いをつけられるとは

限らない相違でもある。 

 

アンティリウスのカルトをゲームで用いる 

アンティリウスは「冷たき太陽」の下位カルトの一つ

であり、ドラゴン・パス地域とある程度なじみがある。

ルーンクエストのほとんどのシナリオはこの地域やその

周辺で展開されると想定される。本書での描写における

アンティリウスは、ルナー帝国にしっかりと組み込まれ

た戦士カルトである。実際、アンティリウスは帝国の屋

台骨の一つであり、その入信者や平信者は、法律顧問や

裁定から帝国の一部地域の法典、イェルムの寺院運営の

手助け、さらにはルナー軍の一個連隊やその下位部隊の

後援に至るまで、ありとあらゆるものを担っている。ア
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ンティリウスのカルトはむろ

んダラ・ハッパに最も強固に

根を下ろしているが、その信

者は南はアルダ・チュールに

まで見いだすことができる。

アンティリウスという名はし

ばしばイェルマリオの異名と

して（イェルマリオ・アンテ

ィリウスのように）用いら

れ、またセアードやターシュ

の一部地域ではイェルマリオ

と交換可能な名として使われ

ることもある。ハートランド

から長く駐留しているルナー

軍の連隊がこの呼称の由来で

あろうが、この名はサーター

がルナーに占領される以前に

も折に触れて用いられてい

た。陽の天蓋の伝統に従う者

であれば、アンティリウスの

カルトは見覚えのあるもので

ありながら、疑問や諍いを引

き起こすほどには異なってい

る。陽の天蓋の田舎者たちが

彼らを感心させることはまずないだろう。 

 

アンティリウスの入信者として開始したいプレイヤー

は、ルナー・ターシュ出身者についての一般的なステレ

オタイプを想起し、それを前面に押し出すとよい。開始

時の能力値を決めるにあたっては、コアルールのルナ

ー・ターシュの出身地情報を用いるのが至極ふさわしい。

ただしダラ・ハッパ人であれば「月」ではなく「火／天

空」に+１0%となる。彼らはおそらく兵士であり、「黄

金の名代」を通じて赤の皇帝に忠誠を誓っている。冒険

者である場合、彼らはダラ・ハッパ外の地を探検しよう

とする巡礼者であろう。そしてダラ・ハッパこそが真に

グローランサで最良の地であり、その外には魅力的なも

のも価値あるものも何一つ

見いだせないのだと確かめ

ようとしているのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンティリウスの入信者 

 
初期技能 

 

〈歌唱〉＋１０％、〈カルト知識：アンティリウス〉

＋１５％、〈他国語会話：火炎語〉＋２０％、〈天空

知識〉＋１５％、〈瞑想〉＋５％、〈礼拝：アンティ

リウス〉＋２０％ 

 

カルト精霊魔術  

 

《機敏》（２ポイント）、《黄金検知》（１ポイン

ト）、《遠視》（可変）、《ランタン》（１ポイン

ト）、《光》（１ポイント）、《光の壁》（４ポイン

ト）、《修復》（可変） 

 

好まれるパッション  

 

帰依（アンティリウス）、忠誠（寺院）、忠誠（ダ

ラ・ハッパ）、名誉 

Sam
ple 

file


